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(54)【発明の名称】 液晶駆動回路及び液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】データドライバは、各端子に出力アンプ回路を
設ける構成となっているため、データドライバが駆動す
る液晶ディスプレイの解像度の数に対応してアンプ回路
を持つことになり、低消費電力化が困難であった。本発
明では、上記出力アンプ回路の定常電流の削減を可能と
し、液晶ディスプレイの低消費電力化を実現する。
【解決手段】水平期間を水平分割信号によって第１期間
と第２期間に分け、データドライバの隣接する奇数番目
端子、偶数番目端子に対応した階調電圧を選択回路で選
択して、出力アンプ回路に接続し、出力端子切り換え回
路によって奇数番目端子または偶数番目端子に切り換え
を行うことで、出力アンプ回路１個で水平期間の間に奇
数番目端子と偶数番目端子に階調電圧を印加することが
できる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  複数の走査線と複数のデータ線がマトリ
ックス状に配列した画素部を有する液晶パネルと、
それぞれの画素の液晶表示データをラッチ回路に保持
し、液晶表示データに対応した複数の液晶階調電圧を、
複数の出力端子から、複数のアンプ回路で、該データ線
に出力するデータドライバ回路と、
先頭ライン信号を走査ライン信号により取り込んで順
次、該走査線に走査指示信号を与え、液晶階調電圧を印
加する該走査線を選択する走査ドライバ回路とシステム
装置から供給される表示制御信号及び表示データを該デ
ータドライバ回路と該走査ドライバ回路を駆動するため
の液晶制御信号及び液晶表示データに変換する液晶制御
回路を具備する液晶表示装置において、
上記データドライバ回路は、１本の上記走査線が選択さ
れる時間である水平期間をＮ分割し（Ｎは自然数であ
り、分割した１期間をサブ水平期間とする）、上記複数
の出力端子をＮ個のグループに分け、上記アンプ回路の
出力先をサブ水平期間毎に切り換え、N期間あるサブ水
平期間毎に各グループの出力端子から上記アンプ回路で
データ線に液晶階調電圧を出力することを特徴とする液
晶表示装置。
【請求項２】  請求項１の液晶表示装置において、
上記データドライバ回路は、１本の上記走査線が選択さ
れる時間である水平期間を２分割し（分割した１期間を
サブ水平期間とする）、上記複数の出力端子を２個のグ
ループに分け、上記アンプ回路の出力先をサブ水平期間
毎に切り換え、２期間あるサブ水平期間毎に各グループ
の出力端子から上記アンプ回路でデータ線に液晶階調電
圧を出力することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項３】  請求項１の液晶表示装置において、
上記データドライバ回路は、１本の上記走査線が選択さ
れる時間である水平期間を３分割し（分割した１期間を
サブ水平期間とする）、上記複数の出力端子を３個のグ
ループに分け、上記アンプ回路の出力先をサブ水平期間
毎に切り換え、３期間あるサブ水平期間毎にに各グルー
プの出力端子から上記アンプ回路でデータ線に液晶階調
電圧を出力することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項４】  請求項３の液晶表示装置において、
上記液晶パネルはレッド、グリーン、ブルーの画素が縦
方向に整列した縦ストライプ構造であり、
上記データドライバ回路は、１本の上記走査線が選択さ
れる時間である水平期間を３分割し（分割した１期間を
サブ水平期間とする）、上記複数の出力端子をレッド、
グリーン、ブルーの画素に対応した３個のグループに分
け、上記アンプ回路の出力先をサブ水平期間毎に切り換
え、３期間あるサブ水平期間毎にレッド画素グループ、
グリーン画素グループ、ブルー画素グループの３グルー
プの出力端子から上記アンプ回路でデータ線に液晶階調
電圧を出力することを特徴とする液晶表示装置。
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【請求項５】  複数の走査線と複数のデータ線がマトリ
ックス状に配列した画素部を有する液晶パネルと、
先頭ライン信号を走査ライン信号により取り込んで順
次、該走査線に走査指示信号を与え、液晶階調電圧を印
加する該走査線を選択する走査ドライバ回路と液晶表示
データを保持する表示メモリを内蔵し、走査線が選択さ
れる水平期間に同期して該表示メモリから読み出した１
ラインの液晶表示データをラッチ回路に保持し、液晶表
示データ対応した複数の液晶階調電圧を、複数の出力端
子から、複数のアンプ回路で、該データ線に出力するデ
ータドライバ回路を具備する液晶表示装置において、
上記データドライバ回路は、１本の上記走査線が選択さ
れる時間である水平期間をＮ分割し（Ｎは自然数であ
り、分割した１期間をサブ水平期間とする）、上記複数
の出力端子をＮ個のグループに分け、上記アンプ回路の
出力先をサブ水平期間毎に切り換え、N期間あるサブ水
平期間毎に各グループの出力端子から上記アンプ回路で
データ線に液晶階調電圧を出力することを特徴とする液
晶表示装置。
【請求項６】  請求項５の液晶表示装置において、
上記データドライバ回路は、１本の上記走査線が選択さ
れる時間である水平期間を２分割し（分割した１期間を
サブ水平期間とする）、上記複数の出力端子を２個のグ
ループに分け、上記アンプ回路の出力先をサブ水平期間
毎に切り換え、２期間あるサブ水平期間毎に各グループ
の出力端子から上記アンプ回路でデータ線に液晶階調電
圧を出力することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項７】  請求項５の液晶表示装置において、
上記データドライバ回路は、１本の上記走査線が選択さ
れる時間である水平期間を３分割し（分割した１期間を
サブ水平期間とする）、上記複数の出力端子を３個のグ
ループに分け、上記アンプ回路の出力先をサブ水平期間
毎に切り換え、３期間あるサブ水平期間毎にに各グルー
プの出力端子から上記アンプ回路でデータ線に液晶階調
電圧を出力することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項８】  請求項７の液晶表示装置において、
上記液晶パネルはレッド、グリーン、ブルーの画素が縦
方向に整列した縦ストライプ構造であり、
上記データドライバ回路は、１本の上記走査線が選択さ
れる時間である水平期間を３分割し（分割した１期間を
サブ水平期間とする）、上記複数の出力端子をレッド、
グリーン、ブルーの画素に対応した３個のグループに分
け、上記アンプ回路の出力先をサブ水平期間毎に切り換
え、３期間あるサブ水平期間毎にレッド画素グループ、
グリーン画素グループ、ブルー画素グループの３グルー
プの出力端子から上記アンプ回路でデータ線に液晶階調
電圧を出力することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項９】  複数の走査線と複数のデータ線がマトリ
ックス状に配列した画素部を有する液晶パネルと、
それぞれの画素の液晶表示データをラッチ回路に保持
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し、液晶表示データに対応した複数の液晶階調電圧を、
複数の出力端子から、複数のアンプ回路で、該データ線
に出力するデータドライバ回路と、
先頭ライン信号を走査ライン信号により取り込んで順
次、該走査線に走査指示信号を与え、液晶階調電圧を印
加する該走査線を選択する走査ドライバ回路とシステム
装置から供給される表示制御信号及び表示データを該デ
ータドライバ回路と該走査ドライバ回路を駆動するため
の液晶制御信号及び液晶表示データに変換する液晶制御
回路を具備する液晶表示装置において、
上記データドライバ回路は、１本の上記走査線が選択さ
れる時間である水平期間を２分割し（分割した１期間を
サブ水平期間とする）、上記複数の出力端子を隣接する
４端子である（４ｎ－３）番目端子と（４ｎ－２）番目
端子と（４ｎ－１）番目端子と（４ｎ）番目端子（ｎ＝
１、２、３、…）を（４ｎ－２）番目端子と（４ｎ－
１）番目端子のグループと（４ｎ－１）番目端子と（４
ｎ）番目端子のグループの２個のグループに分け、上記
アンプ回路は前期隣接する４端子で２個の構成とし、前
記アンプ回路の出力先をサブ水平期間毎に切り換え、２
期間あるサブ水平期間毎に各グループの出力端子から前
記アンプ回路でデータ線に液晶階調電圧を出力すること
を特徴とする液晶表示装置。
【請求項１０】  複数の画素に対応した液晶表示データ
を受け取り、水平期間信号の指示により複数の出力端子
から液晶階調電圧を出力して、複数の走査線と複数のデ
ータ線がマトリックス状に配列した画素部を有する液晶
パネルを駆動するデータドライバＬＳＩにおいて、
出力端子数に対応した液晶表示データ保持回路、液晶表
示データ保持回路の出力データを選択するデータ選択回
路、階調電圧を生成する階調電圧生成回路、液晶表示デ
ータに対応した階調電圧を選択する階調電圧選択回路、
階調電圧をバッファ増幅する出力アンプ回路、出力アン
プ回路の出力端子への接続を切り換える切り換え回路を
有し、
水平期間をＮ分割し（Ｎは自然数であり、分割した１期
間をサブ水平期間とする）、上記複数の出力端子をＮ個
のグループに分け、液晶表示データ保持回路の出力デー
タをデータ選択回路によりサブ水平期間毎に切り換えて
選択し、階調電圧選択回路に入力し、階調電圧選択回路
で選択した階調電圧を出力アンプ回路で増幅し、切り換
え回路でサブ水平期間毎に接続先を切り換えて複数の端
子から液晶階調電圧を出力することを特徴とするデータ
ドライバＬＳＩ。
【請求項１１】  請求項１０のデータドライバＬＳＩに
おいて、
上記液晶パネルはレッド、グリーン、ブルーの画素が縦
方向に整列した縦ストライプ構造であり、
水平期間を３分割し（分割した１期間をサブ水平期間と
する）、上記複数の出力端子をレッド、グリーン、ブル
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ーの画素に対応した３個のグループに分け、液晶表示デ
ータ保持回路の出力データをデータ選択回路によりサブ
水平期間毎に切り換えて選択し、階調電圧選択回路に入
力し、階調電圧選択回路で選択した階調電圧を出力アン
プ回路で増幅し、切り換え回路で、３期間あるサブ水平
期間毎にレッド画素グループ、グリーン画素グループ、
ブルー画素グループの３グループの出力端子に接続先を
切り換えて複数の端子から液晶階調電圧を出力すること
を特徴とするデータドライバＬＳＩ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、液晶ディスプレイ
を表示する液晶駆動方式、液晶駆動回路に係り、特に液
晶パネルに駆動電圧を印加する液晶ドライバ回路に関す
る。
【０００２】
【従来の技術】従来の液晶表示装置では、１９９６年Ｓ
ＩＤ  ＤＩＧＥＳＴ（ｐ２４７－２５０）「An 8－bit 
Digital Data Driver for Color TFT－LCDs」に記載さ
れているように、データドライバは、入力される基準電
圧からＤＡＣ回路で階調電圧を生成し、表示データに対
応した液晶印加電圧を選択して出力アンプ回路でバッフ
ァして出力していた。つまり、液晶パネルの解像度に対
応して出力アンプ回路設けている。しかしながら、アン
プ回路は電源電圧に対応した定常電流が流れ、電力を消
費することから、駆動回路の内部で消費する消費電力の
大部分を占めていた。
【０００３】このように従来のデータドライバでは、ア
ンプ回路の定常電流を低減する低消費電力化に関しては
考慮されていなかった。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】液晶ディスプレイは、
薄型軽量の特徴のため、ノートパソコン等の各種ＯＡ機
器の表示装置として用いられている。さらに、液晶ディ
スプレイは、携帯電話、電子手帳、ＰＤＡ（Personal D
igital Assistant）、携帯端末といった携帯情報機器へ
搭載が拡大している。このような携帯情報機器は、長時
間の使用を可能にするため低消費電力化が重要な課題と
なっている。従って、液晶ディスプレイに対しても、低
消費電力化が重要な課題となっている。
【０００５】従来のデータドライバは、各端子に出力ア
ンプ回路を設ける構成となっている。アンプ回路に流れ
る定常電流は、駆動電流変動、負荷容量変動、製造ばら
つきに対して安定した動作を確保するために必要な電流
を流すことから、ある値以下に削減することができな
い。各端子に出力アンプ回路があることから、データド
ライバが駆動する液晶ディスプレイの解像度の数に対応
してアンプ回路を持つことになり、低消費電力化が困難
である。
【０００６】本発明では、上記出力アンプ回路の定常電
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流の削減を可能とし、液晶ディスプレイの低消費電力化
を実現する。
【０００７】
【課題を解決するための手段】上記問題を解決するた
め、水平期間を水平分割信号によって第１期間と第２期
間に分け、データドライバの隣接する奇数番目端子、偶
数番目端子に対応した階調電圧を選択回路で選択して、
出力アンプ回路に接続し、出力端子切り換え回路によっ
て奇数番目端子または偶数番目端子に切り換えを行うこ
とで、第１期間では奇数番目端子に階調電圧を出力し、
偶数番目端子は駆動しないでハイインピーダンス状態と
する。逆に、第２期間では、偶数番目端子に階調電圧を
出力し、奇数番目端子は駆動しないでハイインピーダン
ス状態とする。出力アンプ回路１個で水平期間の間に奇
数番目端子と偶数番目端子に階調電圧を印加することが
できる。
【０００８】
【発明の実施の形態】次に、本発明の第1の実施例につ
いて図１から図６を用いて説明する。図１は本発明を適
用した液晶パネル駆動回路の構成図であり、１６０×Ｒ
ＧＢ×１６０の液晶パネルをＲＧＢ各６４階調、２６２
１４４色表示を行う場合の液晶ディスプレイの構成を示
す。１０１は表示データに対応した階調電圧を液晶パネ
ルに印加するデータドライバ、１０２は液晶パネルを順
次走査する走査ドライバ、１０３は水平解像度１６０×
ＲＧＢ、垂直解像度１６０ラインの液晶パネル、１０４
はデータドライバ１０１、走査ドライバ１０２の制御信
号、表示データの制御を行うコントローラ、１０５は階
調基準電圧を生成する電源回路、１０６はシステム装置
から転送されてきた表示信号群、１１８は表示メモリ回
路、１１９はメモリ制御バスである。１０７は交流の極
性を示す交流極性信号（Ｍ）、１０８はコントローラ１
０４からデータドライバ１０１へ表示データ１１０を転
送するデータ同期クロック（ＣＬ２）、１０９は表示デ
ータ１１０の有効期間の先頭を示すデータ有効信号（Ｅ
ＩＯ）、１１０はＲＧＢ各６ビット合計１８ビットの表
示データ、１１１はデータドライバ１０１の水平期間を
示すデータ水平同期信号（ＣＬ１）、１１２は水平期間
を２つの期間に分割するタイミングを示す水平分割信号
（ＣＬ１Ｂ）、１１３は電源回路１０５で生成した階調
電圧の基準となる階調基準電圧、１１４は走査ドライバ
１０２を制御するフレーム同期信号（ＦＬＭ）、走査水
平信号（ＣＬ３）をまとめて示す走査同期信号、１１５
は液晶パネル１０３の共通電極の電圧を与える共通電極
電源（ＶＣＯＭ）、１１６はデータドライバ１０１から
の出力される４８０本の液晶印加電極、１１７は走査ド
ライバ１０２で駆動する１６０本の走査電極、１２０は
表示データ１１０をデータ同期クロック１０８に同期し
て順次ラッチするラッチ信号を生成するシフトレジス
タ、１２１はシフトレジスタ１２０で生成した各画素に
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対応したラッチ信号、１２２は各画素６ビット、４８０
画素分のラッチ回路、１２３はラッチ回路１２２に保持
された表示データ、１２４はデータ水平同期信号１１１
で表示データ１２３を全画素同時にラッチするラッチ回
路、１２５はラッチ回路１２４に保持された表示デー
タ、１２６は選択回路１２８、切り換え回路１３６を切
り換える制御信号１２７を生成する制御回路、１２８は
ラッチ回路１２４の奇数番目画素と偶数番目画素の表示
データを選択する選択回路、１２９は選択回路１２８で
選択した表示データ、１３０は階調基準電圧１１３から
６４階調の電圧を生成する階調電圧生成回路、１３１は
６４電圧レベルの階調電圧、１３２は階調電圧１３１か
ら表示データ１２９に対応した階調電圧を選択する選択
回路、１３３は選択回路１３２で選択した階調電圧、１
３４は階調電圧１３３をバッファして液晶パネル１０３
を駆動する出力アンプ回路、１３５は出力アンプ回路の
出力電圧、１３６は出力電圧１３５を奇数番目端子と偶
数番目端子で切り換える切り換え回路である。図２はラ
イン反転交流駆動を示す図、図３はＶＣＯＭ（共通電
極）交流駆動を示す図、図４は液晶ディスプレイの駆動
タイミングを示す図、図５は液晶印加電圧のタイミング
を示す図、図６はデータドライバの出力端子と交流極性
信号、液晶印加電圧の関係を示す図である。
【０００９】本実施例では、図２に示すようにライン毎
に交流極性（正極性を＋、負極性を－で図示）を反転さ
せ、同一ラインの極性は同じであるライン反転交流動作
を行う。また、図３に示すように液晶パネルの電圧を保
持するＶＣＯＭ電極（共通電極）を階調電圧に同期して
交流化するＶＣＯＭ交流駆動を行うものとする。
【００１０】次にこれらの表示動作について説明する。
図１において、コントローラ１０４は図示しないシステ
ム装置（ＣＰＵ等）から表示信号群１０６を受け取り、
液晶パネル１０３に表示する表示データをメモリ制御バ
ス１１９を介して表示メモリ１１８に書き込む。そし
て、表示メモリ１１８に書き込まれた表示データは、表
示フレーム周期に同期して読み出され、液晶を駆動する
データドライバ１０１、走査ドライバ１０２のタイミン
グ信号と共に出力される。コントローラ１０４では、Ｒ
ＧＢ６４階調表示を行うため、ＲＧＢ各６ビット合計１
８ビットの表示データ１１０、データ同期クロック１０
８、データ有効信号１０９を用いて表示データをデータ
ドライバ１０１に転送し、データドライバ１０１では、
データ同期クロック１０８で順次ＲＧＢ１画素づつ表示
データを取り込む。このデータ取り込みのタイミングを
図１、図４を用いて説明する。データ同期クロック１０
８に同期して転送される表示データ１１０は、表示デー
タが有効となるタイミングでコントローラ１０４がデー
タ有効信号１０９を出力し、データドライバ１０１が表
示データの取り込みを開始する。データドライバ１０１
はＲＧＢ１画素づつ表示データを取り込み、１６０クロ
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7
ックで４８０出力分の表示データの取り込みを完了す
る。これにより、１ラインの表示データをラッチ回路１
２２に取り込む。次に、データラッチ回路１２２の１ラ
インの表示データを全て同時にデータ水平同期信号１１
１でデータラッチ回路１２４にラッチする。このデータ
取り込み動作を水平期間毎に行うことで、順次各ライン
の表示データを取り込むことができる。ラッチ回路１２
４に保持した表示データ１２５は、隣接する奇数番目端
子、偶数番目端子に対応した表示データの間で選択回路
１２８によって選択される。階調電圧生成回路１３０で
生成した６４階調に対応した６４レベルの階調電圧１３
１から選択された表示データ１２９に対応した１レベル
の階調電圧を選択回路１３２でを選択する。選択した階
調電圧１３３は、出力アンプ回路１３４でバッファされ
出力するが、切り換え回路１３６によって奇数番目端子
または偶数番目端子に切り換えを行う。この動作を、図
５、図６を用いて説明する。図５に示すように、水平期
間を水平分割信号１１２によって第１期間と第２期間に
分け、第１期間では奇数番目端子に階調電圧を出力し、
偶数番目端子は駆動しないでハイインピーダンス状態と
する。逆に、第２期間では、偶数番目端子に階調電圧を
出力し、奇数番目端子は駆動しないでハイインピーダン
ス状態とする。つまり、選択回路１２８と切り換え回路
１３６を切り換え信号１２７で奇数番目端子または偶数
番目端子に切り換えることで、出力アンプ回路１３４が
それぞれ１個で水平期間の間に奇数番目端子と偶数番目
端子に階調電圧を印加することができる。この関係をま
とめると図６に示す関係になり、制御回路１２６で切り
換え信号１２７を制御することで実現できる。尚、階調
電圧の交流極性は電源回路１０５で交流極性信号１０７
によって階調基準電圧１１３を切り換えることで実現す
る。
【００１１】このとき、走査ドライバ１０２は、コント
ローラ１０４で生成されたフレーム同期信号ＦＬＭのタ
イミングで走査水平同期信号ＣＬ３に同期して１ライン
目のゲート線を選択し、走査水平同期信号ＣＬ３に同期
して、順次２ライン目、３ライン目のゲート線を選択す
る。走査水平同期信号ＣＬ３の１６０クロックで順次１
６０ラインを選択し、次のフレーム同期信号ＦＬＭが有
効になると、１ライン目のゲート線を選択する。このよ
うにフレーム周期で１６０ラインを選択する動作を繰り
返すことで線順次選択動作を行い、データドライバ１０
１によって液晶パネル１０３のデータ線に階調駆動電圧
１１６が出力され、表示データに対応した表示を実現す
る。
【００１２】以上のように、本実施例では、データドラ
イバの出力アンプ回路を２出力端子に１個の構成で実現
可能であり、アンプ回路数を１／２に削減できる。この
ため、液晶ディスプレイのアンプ回路の定常電流を削減
することが可能となり、低消費電力化を実現できる。
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【００１３】尚、本実施例では、データドライバの出力
端子数を４８０端子で説明したが、これに限らず、液晶
パネルの解像度に合わせて、出力端子数設定しても同様
の効果が得られる。例えば、水平解像度２４０×ＲＧ
Ｂ、垂直解像度３２０の液晶パネルを出力端子数２４０
のデータドライバ３個で駆動する場合も同様にアンプ回
路数を１／２に削減し、低消費電力化が実現できる。
【００１４】次に、本発明の第２の実施例について図２
から図４、図７から図９を用いて説明する。第２の実施
例は、第１の実施例と同様に図２、図３に示すライン反
転交流駆動、ＶＣＯＭ（共通電極）交流駆動を行うもの
とし、水平期間を３つの期間に分割する点が異なる。
【００１５】図７は本発明を適用した液晶パネル駆動回
路の構成図であり、１６０×ＲＧＢ×１６０の液晶パネ
ルをＲＧＢ各６４階調、２６２１４４色表示を行う場合
の液晶ディスプレイの構成を示す。７０１は表示データ
に対応した階調電圧を液晶パネルに印加するデータドラ
イバ、７０２は液晶パネルを順次走査する走査ドライ
バ、７０３は水平解像度１６０×ＲＧＢ、垂直解像度１
６０ラインの液晶パネル、７０４はデータドライバ７０
１、走査ドライバ７０２の制御信号、表示データの制御
を行うコントローラ、７０５は階調基準電圧を生成する
電源回路、７０６はシステム装置から転送されてきた表
示信号群、７１８は表示メモリ回路、７１９はメモリ制
御バスである。７０７は交流の極性を示す交流極性信号
（Ｍ）、７０８はコントローラ７０４からデータドライ
バ７０１へ表示データ７１０を転送するデータ同期クロ
ック（ＣＬ２）、７０９は表示データ７１０の有効期間
の先頭を示すデータ有効信号（ＥＩＯ）、７１０はＲＧ
Ｂ各６ビット合計１８ビットの表示データ、７１１はデ
ータドライバ７０１の水平期間を示すデータ水平同期信
号（ＣＬ１）、７１２は水平期間を３つの期間に分割す
るタイミングを示す水平分割信号（ＣＬ１Ｂ）、７１３
は電源回路７０５で生成した階調電圧の基準となる階調
基準電圧、７１４は走査ドライバ７０２を制御するフレ
ーム同期信号（ＦＬＭ）、走査水平信号（ＣＬ３）をま
とめて示す走査同期信号、７１５は液晶パネル７０３の
共通電極の電圧を与える共通電極電源（ＶＣＯＭ）、７
１６はデータドライバ７０１からの出力される４８０本
の液晶印加電極、７１７は走査ドライバ７０２で駆動す
る１６０本の走査電極、７２０は表示データ７１０をデ
ータ同期クロック７０８に同期して順次ラッチするラッ
チ信号を生成するシフトレジスタ、７２１はシフトレジ
スタ７２０で生成した各画素に対応したラッチ信号、７
２２は各画素６ビット、４８０画素分のラッチ回路、７
２３はラッチ回路７２２に保持された表示データ、７２
４はデータ水平同期信号７１１で表示データ７２３を全
画素同時にラッチするラッチ回路、７２５はラッチ回路
７２４に保持された表示データ、７２６は選択回路７２
８、切り換え回路７３６を切り換える制御信号７２７を
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9
生成する制御回路、７２８はラッチ回路７２４の３画素
毎の（３ｎ－２）番目端子と（３ｎ－１）番目端子と
（３ｎ）番目端子（ｎ＝１、２、３、…）の表示データ
を選択する選択回路、７２９は選択回路７２８で選択し
た表示データ、７３０は階調基準電圧７１３から６４階
調の電圧を生成する階調電圧生成回路、７３１は６４電
圧レベルの階調電圧、７３２は階調電圧７３１から表示
データ７２９に対応した階調電圧を選択する選択回路、
７３３は選択回路７３２で選択した階調電圧、７３４は
階調電圧７３３をバッファして液晶パネル７０３を駆動
する出力アンプ回路、７３５は出力アンプ回路の出力電
圧、７３６は出力電圧７３５を３端子毎の（３ｎ－２）
番目端子と（３ｎ－１）番目端子と（３ｎ）番目端子
（ｎ＝１、２、３、…）で切り換える切り換え回路であ
る。
【００１６】図８は液晶印加電圧のタイミングを示す
図、図９はデータドライバの出力端子と交流極性信号、
液晶印加電圧の関係を示す図である。
【００１７】本実施例では、図２に示すようにライン毎
に交流極性（正極性を＋、負極性を－で図示）を反転さ
せ、同一ラインの極性は同じであるライン反転交流動作
を行う。また、図３に示すように液晶パネルの電圧を保
持するＶＣＯＭ電極（共通電極）を階調電圧に同期して
交流化するＶＣＯＭ交流駆動を行うものとする。
【００１８】次にこれらの表示動作について説明する。
図７において、コントローラ７０４は図示しないシステ
ム装置（ＣＰＵ等）から表示信号群７０６を受け取り、
液晶パネル７０３に表示する表示データをメモリ制御バ
ス７１９を介して表示メモリ７１８に書き込む。そし
て、表示メモリ７１８に書き込まれた表示データは、表
示フレーム周期に同期して読み出され、液晶を駆動する
データドライバ７０１、走査ドライバ７０２のタイミン
グ信号と共に出力される。コントローラ７０４では、Ｒ
ＧＢ６４階調表示を行うため、ＲＧＢ各６ビット合計１
８ビットの表示データ７１０、データ同期クロック７０
８、データ有効信号７０９を用いて表示データをデータ
ドライバ７０１に転送し、データドライバ７０１では、
データ同期クロック７０８で順次ＲＧＢ１画素づつ表示
データを取り込む。第２の実施例のテータ取り込み動作
は第１の実施例と同様であり、このデータ取り込みのタ
イミングを図７、図４を用いて説明する。データ同期ク
ロック７０８に同期して転送される表示データ７１０
は、表示データが有効となるタイミングでコントローラ
７０４がデータ有効信号７０９を出力し、データドライ
バ７０１が表示データの取り込みを開始する。データド
ライバ７０１はＲＧＢ１画素づつ表示データを取り込
み、１６０クロックで４８０出力分の表示データの取り
込みを完了する。これにより、１ラインの表示データを
ラッチ回路７２２に取り込む。次に、データラッチ回路
７２２の１ラインの表示データを全て同時にデータ水平
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同期信号７１１でデータラッチ回路７２４にラッチす
る。このデータ取り込み動作を水平期間毎に行うこと
で、順次各ラインの表示データを取り込むことができ
る。ラッチ回路７２４に保持した表示データ７２５は、
隣接する３端子に対応した表示データの間で選択回路７
２８によって選択される。階調電圧生成回路７３０で生
成した６４階調に対応した６４レベルの階調電圧７３１
から選択された表示データ７２９に対応した１レベルの
階調電圧を選択回路７３２でを選択する。選択した階調
電圧７３３は、出力アンプ回路７３４でバッファされ出
力するが、切り換え回路７３６によって（３ｎ－２）番
目端子と（３ｎ－１）番目端子と（３ｎ）番目端子（ｎ
＝１、２、３、…）に切り換えを行う。この動作を、図
８、図９を用いて説明する。図８に示すように、水平期
間を水平分割信号７１２によって第１期間と第２期間と
第３期間に分け、第１期間では（３ｎ－２）番目端子に
階調電圧を出力し、（３ｎ－１）番目端子と（３ｎ）番
目端子は駆動しないでハイインピーダンス状態とする。
第２期間では、（３ｎ－１）番目端子に階調電圧を出力
し、（３ｎ－２）番目端子と（３ｎ）番目端子は駆動し
ないでハイインピーダンス状態とする。第３期間では、
（３ｎ）番目端子に階調電圧を出力し、（３ｎ－２）番
目端子と（３ｎ－１）番目端子は駆動しないでハイイン
ピーダンス状態とする。つまり、選択回路７２８と切り
換え回路７３６を切り換え信号７２７で隣接する３画素
である（３ｎ－２）番目端子と（３ｎ－１）番目端子と
（３ｎ）番目端子に切り換えることで、出力アンプ回路
７３４がそれぞれ１個で水平期間の間に（３ｎ－２）番
目端子と（３ｎ－１）番目端子と（３ｎ）番目端子に階
調電圧を印加することができる。この関係をまとめると
図９に示す関係になり、制御回路７２６で切り換え信号
７２７を制御することで実現する。尚、階調電圧の交流
極性は電源回路７０５で交流極性信号７０７によって階
調基準電圧７１３を切り換えることで実現する。また、
液晶パネルの構成が図２０に示すレッド画素、ブルー画
素、グリーン画素が縦に並んでいるＲＧＢ縦ストライプ
構造の場合、（３ｎ－２）番目端子はレッド画素、（３
ｎ－１）番目端子はブルー画素、（３ｎ）番目端子はグ
リーン画素に対応することになる。
【００１９】このとき、走査ドライバ７０２は、コント
ローラ７０４で生成されたフレーム同期信号ＦＬＭのタ
イミングで走査水平同期信号ＣＬ３に同期して１ライン
目のゲート線を選択し、走査水平同期信号ＣＬ３に同期
して、順次２ライン目、３ライン目のゲート線を選択す
る。走査水平同期信号ＣＬ３の１６０クロックで順次１
６０ラインを選択し、次のフレーム同期信号ＦＬＭが有
効になると、１ライン目のゲート線を選択する。このよ
うにフレーム周期で１６０ラインを選択する動作を繰り
返すことで線順次選択動作を行い、データドライバ７０
１によって液晶パネル７０３のデータ線に階調駆動電圧
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11
７１６が出力され、表示データに対応した表示を実現す
る。
【００２０】以上のように、本実施例では、データドラ
イバの出力アンプ回路を３出力端子毎に１個の構成で実
現可能であり、アンプ回路数を１／３に削減できる。こ
のため、液晶ディスプレイのアンプ回路の定常電流を削
減することが可能となり、低消費電力化を実現できる。
【００２１】尚、本実施例では、データドライバの出力
端子数を４８０端子で説明したが、これに限らず、液晶
パネルの解像度に合わせて、出力端子数設定しても同様
の効果が得られる。例えば、水平解像度２４０×ＲＧ
Ｂ、垂直解像度３２０の液晶パネルを出力端子数２４０
のデータドライバ３個で駆動する場合も同様にアンプ回
路数を１／３に削減し、低消費電力化が実現できる。
【００２２】次に、本発明の第３の実施例について図１
０から図１５を用いて説明する。図１０、図１１はドッ
ト反転交流駆動を示す図である。
【００２３】図１２は本発明を適用した液晶パネル駆動
回路の構成図であり、１６０×ＲＧＢ×１６０の液晶パ
ネルをＲＧＢ各６４階調、２６２１４４色表示を行う場
合の液晶ディスプレイの構成を示す。８０１は表示デー
タに対応した階調電圧を液晶パネルに印加するデータド
ライバ、８０２は液晶パネルを順次走査する走査ドライ
バ、８０３は水平解像度１６０×ＲＧＢ、垂直解像度１
６０ラインの液晶パネル、８０４はデータドライバ８０
１、走査ドライバ８０２の制御信号、表示データの制御
を行うコントローラ、８０５は階調基準電圧を生成する
電源回路、８０６はシステム装置から転送されてきた表
示信号群、８１８は表示メモリ回路、８１９はメモリ制
御バスである。８０７は交流の極性を示す交流極性信号
（Ｍ）、８０８はコントローラ８０４からデータドライ
バ８０１へ表示データ８１０を転送するデータ同期クロ
ック（ＣＬ２）、８０９は表示データ８１０の有効期間
の先頭を示すデータ有効信号（ＥＩＯ）、８１０はＲＧ
Ｂ各６ビット合計１８ビットの表示データ、８１１はデ
ータドライバ８０１の水平期間を示すデータ水平同期信
号（ＣＬ１）、８１２は水平期間を２つの期間に分割す
るタイミングを示す水平分割信号（ＣＬ１Ｂ）、８１３
Ａは電源回路８０５で生成した正極性階調電圧の基準と
なる正極性階調基準電圧、８１３Ｂは電源回路８０５で
生成した負極性階調電圧の基準となる負極性階調基準電
圧、８１４は走査ドライバ８０２を制御するフレーム同
期信号（ＦＬＭ）、走査水平信号（ＣＬ３）をまとめて
示す走査同期信号、８１５は液晶パネル８０３の共通電
極の電圧を与える共通電極電源（ＶＣＯＭ）、８１６は
データドライバ８０１からの出力される４８０本の液晶
印加電極、８１７は走査ドライバ８０２で駆動する１６
０本の走査電極、８２０は表示データ８１０をデータ同
期クロック８０８に同期して順次ラッチするラッチ信号
を生成するシフトレジスタ、８２１はシフトレジスタ８
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２０で生成した各画素に対応したラッチ信号、８２２は
各画素６ビット、４８０画素分のラッチ回路、８２３は
ラッチ回路８２２に保持された表示データ、８２４はデ
ータ水平同期信号８１１で表示データ８２３を全画素同
時にラッチするラッチ回路、８２５はラッチ回路８２４
に保持された表示データ、８２６は選択回路８２８、切
り換え回路８３６を切り換える制御信号８２７Ａ、８２
７Ｂ、８４０Ａ、８４０Ｂ、８４０Ｃ、８４０Ｄを生成
する制御回路、８２８はラッチ回路８２４の（４ｎ－
３）番目画素と（４ｎ－２）番目画素と（４ｎ－１）番
目画素と（４ｎ）番目画素（ｎ＝１、２、３、…）の表
示データを選択する選択回路、８２９は選択回路８２８
で選択した表示データ、８３０Ａは正極性階調基準電圧
８１３Ａから６４階調の電圧を生成する正極性階調電圧
生成回路、８３０Ｂは負極性階調基準電圧８１３Ｂから
６４階調の電圧を生成する負極性階調電圧生成回路、８
３１Ａは６４電圧レベルの正極性階調電圧、８３１Ｂは
６４電圧レベルの負極性階調電圧、８３２Ａは正極性階
調電圧８３１Ａから表示データ８２９に対応した階調電
圧を選択する選択回路、８３２Ｂは負極性階調電圧８３
１Ｂから表示データ８２９に対応した階調電圧を選択す
る選択回路、８３３は選択回路８３２Ａ、８３２Ｂで選
択した階調電圧、８３４は階調電圧８３３をバッファし
て液晶パネル８０３を駆動する出力アンプ回路でＨＡＭ
Ｐは正極性階調電圧を駆動し、ＬＡＭＰは負極性階調電
圧を駆動するアンプ回路の構成となっている。８３５は
出力アンプ回路の出力電圧、８３６は出力電圧８３５を
（４ｎ－３）番目端子と（４ｎ－２）番目端子と（４ｎ
－１）番目端子と（４ｎ）番目端子（ｎ＝１、２、３、
…）で切り換える切り換え回路である。
【００２４】図１３は液晶ディスプレイの駆動タイミン
グを示す図、図１４は液晶印加電圧のタイミングを示す
図、図１５はデータドライバの出力端子と交流極性信
号、液晶印加電圧の関係を示す図である。
【００２５】本実施例では、図１０に示すように隣接端
子毎、隣接ライン毎に交流極性（正極性を＋、負極性を
－で図示）を反転させ、隣接画素の極性が反転するドッ
ト反転交流動作を行う。また、図１１に示すように液晶
パネルの電圧を保持するＶＣＯＭ電極（共通電極）の電
圧を一定とし、階調電圧を正極性、負極性の交流極性で
ＶＣＯＭ電極電圧に対して高電位、低電位の電圧を与え
交流駆動を行うものとする。
【００２６】次にこれらの表示動作について説明する。
図１２において、コントローラ８０４は図示しないシス
テム装置（ＣＰＵ等）から表示信号群８０６を受け取
り、液晶パネル８０３に表示する表示データをメモリ制
御バス８１９を介して表示メモリ８１８に書き込む。そ
して、表示メモリ８１８に書き込まれた表示データは、
表示フレーム周期に同期して読み出され、液晶を駆動す
るデータドライバ８０１、走査ドライバ８０２のタイミ
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ング信号と共に出力される。コントローラ８０４では、
ＲＧＢ６４階調表示を行うため、ＲＧＢ各６ビット合計
１８ビットの表示データ８１０、データ同期クロック８
０８、データ有効信号８０９を用いて表示データをデー
タドライバ８０１に転送し、データドライバ８０１で
は、データ同期クロック８０８で順次ＲＧＢ１画素づつ
表示データを取り込む。このデータ取り込みのタイミン
グを図１２、図１３を用いて説明する。データ同期クロ
ック８０８に同期して転送される表示データ８１０は、
表示データが有効となるタイミングでコントローラ８０
４がデータ有効信号８０９を出力し、データドライバ８
０１が表示データの取り込みを開始する。データドライ
バ８０１はＲＧＢ１画素づつ表示データを取り込み、１
６０クロックで４８０出力分の表示データの取り込みを
完了する。これにより、１ラインの表示データをラッチ
回路８２２に取り込む。次に、データラッチ回路８２２
の１ラインの表示データを全て同時にデータ水平同期信
号８１１でデータラッチ回路８２４にラッチする。この
データ取り込み動作を水平期間毎に行うことで、順次各
ラインの表示データを取り込むことができる。ラッチ回
路８２４に保持した表示データ８２５は、隣接する４端
子である（４ｎ－３）番目端子と（４ｎ－２）番目端子
と（４ｎ－１）番目端子と（４ｎ）番目端子（ｎ＝１、
２、３、…）に対応した表示データの間で選択回路８２
８によって選択される。階調電圧生成回路８３０Ａで生
成した６４階調に対応した６４レベルの正極性階調電圧
８３１Ａから選択された表示データ８２９に対応した１
レベルの階調電圧を選択回路８３２Ａでを選択し、階調
電圧生成回路８３０Ｂで生成した６４階調に対応した６
４レベルの正極性階調電圧８３１Ｂから選択された表示
データ８２９に対応した１レベルの階調電圧を選択回路
８３２Ｂでを選択する。選択した階調電圧８３３は、出
力アンプ回路８３４でバッファされ出力するが、切り換
え回路８３６によって隣接する４端子である（４ｎ－
３）番目端子と（４ｎ－２）番目端子と（４ｎ－１）番
目端子と（４ｎ）番目端子に切り換えを行う。この動作
を、図１４、図１５を用いて説明する。図１４に示すよ
うに、水平期間を水平分割信号８１２によって第１期間
と第２期間に分け、第１期間では（４ｎ－３）番目端子
と（４ｎ－２）番目端子に交流極性の反転した正極性階
調電圧と負極性階調電圧を出力し、（４ｎ－１）番目端
子と（４ｎ）番目端子は駆動しないでハイインピーダン
ス状態とする。逆に、第２期間では、（４ｎ－１）番目
端子と（４ｎ）番目端子に交流極性の反転した正極性階
調電圧と負極性階調電圧を出力し、（４ｎ－３）番目端
子と（４ｎ－２）番目端子は駆動しないでハイインピー
ダンス状態とする。つまり、選択回路８２８を切り換え
信号８２７Ａ、８２７Ｂで隣接する４画素である（４ｎ
－３）番目画素と（４ｎ－２）番目画素と（４ｎ－１）
番目画素と（４ｎ）番目画素の表示データを切り換え、
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これに同期して、切り換え回路８３６を切り換え信号８
４０Ａ、８４０Ｂ、８４０Ｃ、８４０Ｄで隣接する４端
子である（４ｎ－３）番目端子と（４ｎ－２）番目端子
と（４ｎ－１）番目端子と（４ｎ）番目端子に切り換え
ることで、出力アンプ回路８３４のＨＶＡＭＰとＬＶＡ
ＭＰの２個のアンプ回路で４出力端子それぞれをに階調
電圧を印加することができる。この関係をまとめると図
１５に示す関係になり、制御回路８２６で切り換え信号
８２７Ａ、８２７Ｂと切り換え信号８４０Ａ、８４０
Ｂ、８４０Ｃ、８４０Ｄを制御することで実現する。
【００２７】このとき、走査ドライバ８０２は、コント
ローラ８０４で生成されたフレーム同期信号ＦＬＭのタ
イミングで走査水平同期信号ＣＬ３に同期して１ライン
目のゲート線を選択し、走査水平同期信号ＣＬ３に同期
して、順次２ライン目、３ライン目のゲート線を選択す
る。走査水平同期信号ＣＬ３の１６０クロックで順次１
６０ラインを選択し、次のフレーム同期信号ＦＬＭが有
効になると、１ライン目のゲート線を選択する。このよ
うにフレーム周期で１６０ラインを選択する動作を繰り
返すことで線順次選択動作を行い、データドライバ８０
１によって液晶パネル８０３のデータ線に階調駆動電圧
８１６が出力され、表示データに対応した表示を実現す
る。
【００２８】以上のように、本実施例では、データドラ
イバの出力アンプ回路を４出力端子に２個の構成で実現
可能であり、アンプ回路数を１／２に削減できる。この
ため、液晶ディスプレイのアンプ回路の定常電流を削減
することが可能となり、低消費電力化を実現できる。
【００２９】尚、本実施例では、データドライバの出力
端子数を４８０端子で説明したが、これに限らず、液晶
パネルの解像度に合わせて、出力端子数設定しても同様
の効果が得られる。例えば、水平解像度２４０×ＲＧ
Ｂ、垂直解像度３２０の液晶パネルを出力端子数２４０
のデータドライバ３個で駆動する場合も同様にアンプ回
路数を１／２に削減し、低消費電力化が実現できる。
【００３０】次に、本発明の第４の実施例について図
２、図３、図５、図６、図１６から図１８を用いて説明
する。第４の実施例は、コモン反転駆動を行い、表示メ
モリを内蔵した６４階調のデータドライバを用いて階調
表示実現するところが、第１の実施例と異なる。図１６
は本発明を適用した液晶パネル駆動回路の構成図であ
り、１６０×ＲＧＢ×１６０の液晶パネルをＲＧＢ各６
４階調、２６２１４４色表示を行う場合の液晶ディスプ
レイの構成を示す。２０１はシステム装置のＣＰＵ、２
０２はシステムメモリ、２０３は制御信号、データを含
んだシステムバス、２０４はＣＰＵバス、２０５はメモ
リバスである。９０１は表示メモリを内蔵したデータド
ライバで、１６０×ＲＧＢ＝４８０出力を有し、１６０
ライン分の表示メモリを内蔵する。２０６、２０７はそ
れぞれデータドライバ９０１とのデータバス、制御信号
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群、２０８はシステムバス２０３とのインタフェースを
制御するコマンド制御回路、２０９は制御信号群、２１
０はデータバス、２１１はデータドライバ９０１に内蔵
する表示メモリ２１４を制御するメモリ制御回路、２１
２は表示メモリ回路２１４のデータアドレス、２１９は
ワードアドレス、２１３はデータバスである。２１５は
表示タイミングの基準となるクロックを生成する発振回
路、２１６は表示基準クロック、２１７は表示タイミン
グを制御する表示制御回路、２１８はＣＰＵ２０１から
表示メモリ２１４へのアクセスを示すＣＰＵアクセス信
号、２２０は表示ラインのワードアドレスを生成する走
査カウンタ、２２１はＣＰＵ２０１と表示ラインのワー
ドアドレス切り換えるワードアドレスセレクタ、２２２
はワードアドレス選択信号、２２３はワード線を選択す
るワード線デコーダである。９０２は液晶パネルを順次
走査する走査ドライバ、９０３は水平解像度１６０×Ｒ
ＧＢ、垂直解像度１６０ラインの液晶パネル、９０５は
階調基準電圧を生成する電源回路、９０７は交流の極性
を示す交流極性信号（Ｍ）、９１１はデータドライバ９
０１の水平期間を示すデータ水平同期信号（ＣＬ１）、
９１３は電源回路９０５で生成した階調電圧の基準とな
る階調基準電圧、９１４は走査ドライバ９０２を制御す
るフレーム同期信号（ＦＬＭ）、走査水平信号（ＣＬ
３）をまとめて示す走査同期信号、９１５は液晶パネル
９０３の共通電極の電圧を与える共通電極電源（ＶＣＯ
Ｍ）、９１６はデータドライバ９０１からの出力される
４８０本の液晶印加電極、９１７は走査ドライバ１０２
で駆動する１６０本の走査電極、９２３は表示メモリ２
１４からの６ビット×４８０画素である１ラインの表示
データバス、９２４はデータ水平同期信号９１１で表示
データ９２３を全画素同時にラッチするラッチ回路、９
２５はラッチ回路９２４に保持された表示データ、９２
８はラッチ回路９２４の奇数番目画素と偶数番目画素の
表示データを選択する選択回路、９２９は選択回路９２
８で選択した表示データ、９３０は階調基準電圧９１３
から６４階調の電圧を生成する階調電圧生成回路、９３
１は６４電圧レベルの階調電圧、９３２は階調電圧９３
１から表示データ９２９に対応した階調電圧を選択する
選択回路、９３３は選択回路９３２で選択した階調電
圧、９３４は階調電圧９３３をバッファして液晶パネル
９０３を駆動する出力アンプ回路、９３５は出力アンプ
回路の出力電圧、９３６は出力電圧９３５を奇数番目端
子と偶数番目端子で切り換える切り換え回路である。
【００３１】図１７、図１８は、ＣＰＵのデータドライ
バのライトアクセス、リードアクセスのタイミングを示
す図である。
【００３２】第１の実施例と同様に本実施例では、図２
に示すようにライン毎に交流極性（正極性を＋、負極性
を－で図示）を反転させ、同一ラインの極性は同じであ
るライン反転交流動作を行う。また、図３に示すように

16
液晶パネルの電圧を保持するＶＣＯＭ電極（共通電極）
を階調電圧に同期して交流化するＶＣＯＭ交流駆動を行
うものとする。次に、これらの表示動作について説明す
る。図１６において、ＣＰＵ２０１は表示データをデー
タドライバ９０１に内蔵する表示メモリ２１４に書き込
みを行う。ＣＰＵ２０１はシステムバス２０３を介して
データ２０６、制御信号郡２０７をデータドライバ９０
１に転送し、図１７、図１８に示すように、チップセレ
クト信号ＣＳ、ライト信号ＷＲ、リード信号ＲＤ、１６
ビットのデータＤ１５からＤ０によって、データドライ
バ９０１にコマンドを転送して、表示メモリのライト制
御、リード制御を行う。例えば、表示メモリ２１４に表
示データをライトする場合、ＣＰＵ２０１はデータドラ
イバ９０１に表示メモリアドレスの書き込みコマンドを
転送してアドレスを転送し、次に表示データの書き込み
コマンドを転送して、表示データを転送する。データド
ライバ９０１では、表示メモリアドレスの書き込みコマ
ンドに対応してコマンド制御回路２０８がメモリ制御回
路２１１に制御信号群２０９、データバス２１０を介し
て表示メモリのアドレスを転送し、表示データの書き込
みコマンドに対応してメモリ制御回路２１１が表示メモ
リ２１４の書き込みデータアドレス２１２、ワードアド
レス２１９を制御して、表示データの書き込みを行う。
この動作を表示メモリの各アドレスに行うことで、１画
面のデータを表示メモリ２１４に書き込むことができ
る。表示メモリ２１４の表示データは、発振回路２１５
で生成する表示基準クロック２１６から表示制御回路２
１７で生成するデータ水平同期信号９１１によって、走
査カウンタ２２０は表示ラインの表示ワードアドレスを
生成し、ワードアドレス選択回路２２１は表示期間では
表示ワードアドレスを選択し、ワード線デコーダ２２３
によって、表示するラインのワード線が選択される。そ
して、表示メモリ２１４の表示データ９２３をデータ水
平同期信号９１１で1ライン４８０出力分同時にデータ
ラッチ回路９２４にラッチする。このデータ取り込み動
作を水平期間毎に行うことで、表示メモリ回路２１４か
ら順次各ラインの表示データを取り込むことができる。
ラッチ回路９２４に保持した表示データ９２５は、隣接
する奇数番目端子、偶数番目端子に対応した表示データ
の間で選択回路９２８によって選択される。階調電圧生
成回路９３０で生成した６４階調に対応した６４レベル
の階調電圧９３１から選択された表示データ９２９に対
応した１レベルの階調電圧を選択回路９３２でを選択す
る。選択した階調電圧９３３は、出力アンプ回路９３４
でバッファされ出力するが、切り換え回路９３６によっ
て奇数番目端子または偶数番目端子に切り換えを行う。
この動作は第1の実施例と同様であり、図５、図６を用
いて説明する。図５に示すように、水平期間を水平分割
し、第１期間と第２期間に分け、第１期間では奇数番目
端子に階調電圧を出力し、偶数番目端子は駆動しないで
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ハイインピーダンス状態とする。逆に、第２期間では、
偶数番目端子に階調電圧を出力し、奇数番目端子は駆動
しないでハイインピーダンス状態とする。つまり、選択
回路９２８と切り換え回路９３６を切り換え信号９２７
で奇数番目端子または偶数番目端子に切り換えること
で、出力アンプ回路９３４がそれぞれ１個で水平期間の
間に奇数番目端子と偶数番目端子に階調電圧を印加する
ことができる。この関係をまとめると図６に示す関係に
なり、表示制御回路２１７で切り換え信号９２７を制御
することで実現する。尚、階調電圧の交流極性は電源回
路９０５で交流極性信号９０７によって階調基準電圧９
１３を切り換えることで実現する。
【００３３】このとき、走査ドライバ９０２は、表示制
御回路２１７で生成されたフレーム同期信号ＦＬＭのタ
イミングで走査水平同期信号ＣＬ３に同期して１ライン
目のゲート線を選択し、走査水平同期信号ＣＬ３に同期
して、順次２ライン目、３ライン目のゲート線を選択す
る。走査水平同期信号ＣＬ３の１６０クロックで順次１
６０ラインを選択し、次のフレーム同期信号ＦＬＭが有
効になると、１ライン目のゲート線を選択する。このよ
うにフレーム周期で１６０ラインを選択する動作を繰り
返すことで線順次選択動作を行い、データドライバ９０
１によって液晶パネル９０３のデータ線に階調駆動電圧
９１６が出力され、表示データに対応した表示を実現す
る。
【００３４】以上のように、本実施例では、データドラ
イバの出力アンプ回路を２出力端子に１個の構成で実現
可能であり、アンプ回路数を１／２に削減できる。この
ため、液晶ディスプレイのアンプ回路の定常電流を削減
することが可能となり、低消費電力化を実現できる。さ
らに、データドライバに表示メモリを内蔵することで表
示データの転送による消費電力を低減することができ
る。
【００３５】尚、本実施例では、データドライバの出力
端子数を４８０端子で説明したが、これに限らず、液晶
パネルの解像度に合わせて、出力端子数設定しても同様
の効果が得られる。例えば、水平解像度２４０×ＲＧ
Ｂ、垂直解像度３２０の液晶パネルを出力端子数２４０
のデータドライバ３個で駆動する場合も同様にアンプ回
路数を１／２に削減し、低消費電力化が実現できる。
【００３６】また、表示メモリをデータドライバに内蔵
する本実施例では、隣接する奇数端子と偶数端子で接続
を切り換える構成としたが、第２の実施例で示した隣接
する３端子で接続を切り換える構成や第３の実施例で示
したドット反転駆動に対応した隣接する４端子で接続を
切り換える構成にすることも容易に可能であり、同様な
効果が得られる。
【００３７】また、図１９に示したように表示メモリ、
データ駆動回路、走査駆動回路、電源回路を１チップの
ＬＳＩに内蔵した構成にすることも容易に可能であり、
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同様な効果が得られる。
【００３８】
【発明の効果】本発明によれば、データドライバの出力
アンプ回路を削減することができるため、アンプ回路の
定常電流を削減し、液晶ディスプレイの低消費電力化が
実現できる。また、データドライバのアンプ回路の削減
によりチップサイズを小さくすることができ、低コスト
化が実現できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明を適用した液晶表示装置の一実施例のブ
ロック図。
【図２】ライン反転駆動を示す図。
【図３】ライン反転駆動のタイミング図。
【図４】液晶ディスプレイの駆動タイミングを示す図。
【図５】液晶階調電圧の出力タイミングを示す図。
【図６】出力端子と液晶階調電圧の関係を示す図。
【図７】本発明を適用した液晶表示装置の一実施例のブ
ロック図。
【図８】液晶階調電圧の出力タイミングを示す図。
【図９】出力端子と液晶階調電圧の関係を示す図。
【図１０】ドット反転駆動を示す図。
【図１１】ドット反転駆動のタイミング図。
【図１２】本発明を適用した液晶表示装置の一実施例の
ブロック図。
【図１３】液晶ディスプレイの駆動タイミングを示す
図。
【図１４】液晶階調電圧の出力タイミングを示す図。
【図１５】出力端子と液晶階調電圧の関係を示す図。
【図１６】本発明を適用した液晶表示装置の一実施例の
ブロック図。
【図１７】ＣＰＵライトアクセスのタイミングを示す
図。
【図１８】ＣＰＵリードアクセスのタイミングを示す
図。
【図１９】１チップドライバＬＳＩを用いた液晶表示装
置のブロック図。
【図２０】液晶パネル縦ストライプ画素の構成図。
【符号の説明】
１０１…データドライバ、１０２…走査ドライバ、１０
３…水平解像度１６０×ＲＧＢ、垂直解像度１６０ライ
ンの液晶パネル、１０４…コントローラ、１０５…階調
基準電圧を生成する電源回路、１０６…システム装置か
ら転送されてきた表示信号群、１１８…表示メモリ回
路、１１９…メモリ制御バス、１０７…交流の極性を示
す交流極性信号（Ｍ）、１０８…コントローラ１０４か
らデータドライバ１０１へ表示データ１１０を転送する
データ同期クロック（ＣＬ２）、１０９…表示データ１
１０の有効期間の先頭を示すデータ有効信号（ＥＩ
Ｏ）、１１０…表示データ、１１１…データ水平同期信
号（ＣＬ１）、１１２…水平期間を２つの期間に分割す
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るタイミングを示す水平分割信号（ＣＬ１Ｂ）、１１３
…電源回路１０５で生成した階調電圧の基準となる階調
基準電圧、１１４…走査同期信号、１１５…共通電極電
源（ＶＣＯＭ）、１１６…液晶印加電極、１１７…走査
電極、１２０…シフトレジスタ、１２１…ラッチ信号、*
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*１２２…ラッチ回路、１２４…ラッチ回路、１２６…制
御回路、１２８…選択回路、１２９…表示データ、１３
０…階調電圧生成回路、１３１…６４電圧レベルの階調
電圧、１３２…選択回路、１３３…階調電圧、１３４…
出力アンプ回路、１３６…切り換え回路。

【図１】 【図２】

【図３】 【図５】

【図６】

【図１０】

【図２０】
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